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E点
均衡

まとめ

価格P（水平方向）→ 数量SとDを比較 → S＞DならばP↓

ワルラス的な調整過程
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（図２）のケースは、マーシャル的に安定的か？例

均衡
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（参考）くもの巣の調整過程
→ 農作物のように作付けから収穫まで時間がかかるケース
→ 今年の収穫時の価格P１が分からない
→ 昨年の価格P０をもとに今年の生産量S１が決まる
→ 今年の需要量D１になる
→ 今年の価格P１が決まる

・・・・
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均衡点Eに収束するか
どうか（安定性）は、
需要曲線と供給曲線の傾き
（絶対値）による

まとめ マーシャル的な調整過程

数量Q（垂直方向）→ 価格PS とPD を比較 → PS＞PDならばQ↓
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図に描くときは・・
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（答）均衡価格400
均衡取引量400
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均衡

減少分が生じる



（現実の経済で見られた例）2006年の改正貸金業法
従来、ノンバンク業界では27.2％といった高水準の
貸出金利が多く、多重債務問題につながっていた
→ これを20％へ改正により引き下げ
→ but  結果として借りたくても借りられない人が増えた ７
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（貸手）

（借手）
借りられない人
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どちらの場合においても、総余剰は同じ部分になる
（消費者余剰と生産者余剰の配分が逆になるだけ）


